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会員の皆さま、就労ご苦労様です。
「作業日報の提出」
就業報告書（作業日誌）の提出は、作業が
終わりましたら、早急に事務所に提出くだ
さい（事務所入口のポストに投函いただ
いても結構です）。作業先のお宅や会社の
担当者さまから「確認印」または「サイン」
を必ずいただいてください。

庄内町シルバー人材センター

　令和6年度より、コロナ
禍以降は減少傾向にあっ
た会員数も増加に転じて
います。特徴的な傾向とし
て、これまで男性会員と比
較し少なかった女性会員
の増加が、会員数の増加
に繋がっています。

（人）

（人） （人）

令和2年度末 3年度末 4年度末 5年度末 6年度末
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行
／
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般
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団
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シ
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庄
内
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目
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話
・
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U
RL：
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agataren.org

題字:原田　正一

SCセンター前の八幡公園と園児たち

チョット一服。一日研修旅行にて！作業は安全第一！ 安全パトロール脇目も振らずに ボランティア活動

事務所からのお願い

広
報
委
員
長
　
　
足
達
　
健
一

副
広
報
委
員
長
　
齋
藤
　
は
る

広
報
委
員
　
　
　
奥
山
　
賢
一

　
同
　
　
　
　
　
鈴
木
　
幸
雄

　
同
　
　
　
　
　
池
田
　
悠
美

　
同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
美

事
務
局
　
　
　
　
小
林
　
裕
之

　
同
　
　
　
　
　
近
藤
　
由
里

　
今
回
の
会
報
は
、
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
全
戸
配
布
を
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。「
人
生
百
歳
時
代
」。
シ
ル
バ
ー

世
代
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
身
体
と
頭
を

使
う
と
、
健
康
寿
命
も
延
び
ま
す
よ
。

今
回
も
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
会
員
の
声
を
紙

面
に
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊
池
　
忠
雄
さ
ん
︵
廿
六
木
︶

芝
田
　
祥
司
さ
ん
︵
御
殿
町
︶

佐
藤
　
義
春
さ
ん
︵
下
堀
野
︶

小
林
　
勝
雄
さ
ん
︵
興
　
野
︶

工
藤
　
正
一
さ
ん
︵
西
興
野
︶

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

心
か
ら
ご
冥
福
を

　お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

会員数の推移

会員を募集しています!

ご確認ください！ 入会の条件などについては次のとおりです。

あなたの豊富な「経験」「知識」「技能」をシルバー人材センターで活かしてみませんか！

庄内町シルバー人材センターへの「入会のお問い合わせ」や「仕事のお申し込み」
〒999-7781 庄内町余目字大塚1-2　 電話・FAX：0234（42）3122

区分 2年度末 3年度末 4年度末 5年度末 6年度末
男性
女性
計

200
130
330

192
128
320

179
121
300

173
119
292

172
126
298

● 庄内町にお住まいの概ね60歳以上の方で、健康で働く意欲があり、センターの趣旨に賛同していた
だける方であれば、どなたでも入会できます。

● センター会員には、会員の親睦を深めるための互助会があり、1日研修旅行やお楽しみ湯治会など
の各種事業の開催に加え、カラオケ、凧の会などの趣味の会があり、皆さんが楽しんでいます。

● 入会の際は、会費として「入会金（初年度のみ）1,000円」「年会費1,500円」「互助会費1,000円」を負
担いただきます。ご相談ください。

● 会員の方で体力の衰えや家庭の事情により、一般会員のように仕事は出来ない方が、会に所属して
互助会の活動に参加するために「ゴールド会員制度」をご用意してあります。なお、ゴールド会員は
「年会費500円」「互助会費500円」となっておりますので、ぜひご利用ください。
● 本会では、入会、勧誘活動を実施しております。お知り合いの方などに入会希望者や検討中の方が
おりましたら、ぜひご紹介ください。

　センターでは就業を援助するとともに、就業をとおして健康増進と生きがいの充実、
さらには社会参加の推進を図り活力ある地域社会づくりへの貢献を目的としています。

お気軽に
ご相談
ください

編 集 後 記
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活
動
拠
点（
事
務
所
）
の
充
実
に
向
け
て

理
事
長

石
塚

　
　俊

　
日
頃
か
ら
会
員
お
よ
び
役

職
員
の
皆
さ
ん
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
事
業

運
営
の
推
進
に
対
し
ご
支

援
・
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、

庄
内
町
役
場
お
よ
び
庄
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
門
松
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

が
N
H
K
で
全
国
放
送
さ
れ
、

ま
た
、
荘
内
日
報
で
も
十
二

月
二
十
九
日
の
記
事
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
庄
内
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
P
R

の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
変

化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
使
用
し
て
い

　
第
十
三
回
定
時
総
会
が
、
六
月
十
二
日
庄

内
町
余
目
第
二
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
、

実
出
席
四
十
七
名
、
委
任
状
一
三
一
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
石
塚
俊
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
庄
内
町
お
よ
び
石
川
保

町
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
の
言

葉
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

田
澤
伸
一
県
議
会
議
長
、
山
形
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
お
よ
び
Ｎ
Ｒ
Ｉ
社

会
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
よ
り
、
祝
電

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
議
長
に
上
林
清
一
氏
（
大
真

木
）
を
選
出
後
、
議
事
に
入
り
令
和
六
年
度

収
支
補
正
予
算
・
同
事
業
報
告
（
会
員
数
の

推
移
・
八
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
令
和
七
年
度
事

業
計
画
・
同
収
支
予
算
に
加
え
、
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
移
転
の
五
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
案
と
し
て
令
和
六
年
度
決
算
書

類
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事
項
で
は
、

会
員
の
拡
大
の
た
め
の
対
応
と
し
て
「
会
報

シ
ル
バ
ー
庄
内
の
全
戸
配
布
」
を
、
組
織
運

営
基
盤
の
確
立
と
し
て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
並
び
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
に
対
応

し
た
契
約
方
法
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
現
事
務
所
の
老
朽
化
に
係

る
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
「
事
務
所
移
転
の

課
題
調
整
と
推
進
」
と
し
て
、
会
員
と
の
合

意
形
成
に
加
え
、
移
転
に
伴
う
課
題
や
諸
問

題
に
対
し
可
能
な
限
り
対
策
案
を
示
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
の
就
業
の
受
け
皿
と
し
て
、
よ
り

積
極
的
な
就
労
機
会
の
開
拓
と
提
供
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
会
員
お
よ
び

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
本
総
会
に
お
い
て
は

報
告
事
案
五
項
目
に
、
令
和
六
年
度
決
算
書

類
の
承
認
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
終
了
後
、
第
二
十
回
会
員
互
助

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
引
き
続
き
上
林
清
一
氏
を
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
五
議

案
は
、
①
令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
　
②
令

和
六
年
度
収
支
決
算
書
　
③
令
和
七
年
度
事

業
計
画
書
　
④
令
和
七
年
度
収
支
予
算
書
に

加
え
、
⑤
運
営
委
員
の
選
出
で
、
全
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
毎

年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
会

員
お
楽
し
み
湯
治
会
」
と
と
も
に
、
新
た
に

「
会
員
の
知
識
や
ス
キ
ル
な
ど
の
向
上
と
交

流
拡
大
の
取
り
組
み
」
を
会
員
の
福
利
厚
生

事
業
に
掲
げ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

る
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
経

年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
れ
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
活

動
拠
点
と
し
て
の
充
実
を
図

る
た
め
、
庄
内
町
と
協
議
を

進
め
な
が
ら
町
所
有
施
設
へ

の
事
務
所
移
転
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
三
月
五
日
と
七
日

の
両
日
開
催
し
、
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
を
い
た
だ
い
た
問
題

点
を
整
理
し
な
が
ら
実
現
に

向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
多
種
多
様
の
豊
富
な
経

験
と
知
識
・
技
能
を
有
し
て

お
り
ま
す
。
体
調
管
理
と
安

全
適
正
就
業
の
徹
底
に
努
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ

庄
内
町
長

富
樫

　
　透

総
務
部 

課
長

　菅
原
　正
子

　
日
頃
よ
り
、庄
内
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

健
康
で
意
欲
あ
る
皆
さ
ま

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
か
な
経
験
や
知
識
を

活
か
し
、地
域
の
一
員
と
し

て
活
発
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、町
に
と
っ
て
大

き
な
力
と
な
っ
て
お
り
、生

涯
現
役
社
会
の
実
現
を
体
現

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割
は
、単
な
る

就
業
機
会
の
提
供
に
と
ど
ま

ら
ず
、高
齢
者
の
皆
さ
ま
が

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち

な
が
ら
、生
き
が
い
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
活
動
は
、地
域

の
担
い
手
不
足
を
補
い
、誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」

に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な

存
在
で
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
の
取
り
組
み
を
引
き

続
き
応
援
・
支
援
し
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
弊
社
は
大
正
三
年
に
創
業
し
、今

年
で
百
十
一
年
を
迎
え
ま
す
。

日
々
、地
元
農
家
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
美
味
し
い
野
菜
を
浅
漬

け
に
し
て
全
国
へ
お
届
け
し
て
い

ま
す
。日
頃
よ
り
会
員
の
皆
さ
ま
に

は
、原
料
の
前
処
理
工
程
や
段
ボ
ー

ル
の
組
立
な
ど
の
作
業
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
明

る
く
元
気
な
挨
拶
や
、テ
キ
パ
キ
と

無
駄
の
な
い
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の

仕
事
ぶ
り
で
弊
社
の
目
指
す「
高
品

質
な
も
の
づ
く
り
」と
職
場
の
活
性

化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、

い
つ
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お客さまの声

庄
内
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

定
時
総
会
／
会
員
互
助
会
総
会

新
た
な
飛
躍
の
年
に

議長祝辞に耳を傾ける役員と会員の皆さん

来賓の方 も々一緒に「シルバー会員の誓い」斉唱 総会終了し懇親会で声高らかに「カンパーイ！」

ご
あ
い
さ
つ

湯
治
会
な
ど
親
睦
深
め
る

事
業
多
彩

　   

　
　
　
　
互
助
会
総
会
も
同
日
開
催

会
員
と
の
合
意
形
成
で

事
務
所
移
転

　
　
　
　
積
極
的
な
就
労
機
会
の
開
拓
も
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活
動
拠
点（
事
務
所
）
の
充
実
に
向
け
て

理
事
長

石
塚

　
　俊

　
日
頃
か
ら
会
員
お
よ
び
役

職
員
の
皆
さ
ん
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
事
業

運
営
の
推
進
に
対
し
ご
支

援
・
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、

庄
内
町
役
場
お
よ
び
庄
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
門
松
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

が
N
H
K
で
全
国
放
送
さ
れ
、

ま
た
、
荘
内
日
報
で
も
十
二

月
二
十
九
日
の
記
事
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
庄
内
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
P
R

の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
変

化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
使
用
し
て
い

　
第
十
三
回
定
時
総
会
が
、
六
月
十
二
日
庄

内
町
余
目
第
二
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
、

実
出
席
四
十
七
名
、
委
任
状
一
三
一
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
石
塚
俊
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
庄
内
町
お
よ
び
石
川
保

町
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
の
言

葉
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

田
澤
伸
一
県
議
会
議
長
、
山
形
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
お
よ
び
Ｎ
Ｒ
Ｉ
社

会
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
よ
り
、
祝
電

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
議
長
に
上
林
清
一
氏
（
大
真

木
）
を
選
出
後
、
議
事
に
入
り
令
和
六
年
度

収
支
補
正
予
算
・
同
事
業
報
告
（
会
員
数
の

推
移
・
八
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
令
和
七
年
度
事

業
計
画
・
同
収
支
予
算
に
加
え
、
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
移
転
の
五
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
案
と
し
て
令
和
六
年
度
決
算
書

類
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事
項
で
は
、

会
員
の
拡
大
の
た
め
の
対
応
と
し
て
「
会
報

シ
ル
バ
ー
庄
内
の
全
戸
配
布
」
を
、
組
織
運

営
基
盤
の
確
立
と
し
て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
並
び
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
に
対
応

し
た
契
約
方
法
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
現
事
務
所
の
老
朽
化
に
係

る
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
「
事
務
所
移
転
の

課
題
調
整
と
推
進
」
と
し
て
、
会
員
と
の
合

意
形
成
に
加
え
、
移
転
に
伴
う
課
題
や
諸
問

題
に
対
し
可
能
な
限
り
対
策
案
を
示
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
の
就
業
の
受
け
皿
と
し
て
、
よ
り

積
極
的
な
就
労
機
会
の
開
拓
と
提
供
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
会
員
お
よ
び

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
本
総
会
に
お
い
て
は

報
告
事
案
五
項
目
に
、
令
和
六
年
度
決
算
書

類
の
承
認
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
終
了
後
、
第
二
十
回
会
員
互
助

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
引
き
続
き
上
林
清
一
氏
を
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
五
議

案
は
、
①
令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
　
②
令

和
六
年
度
収
支
決
算
書
　
③
令
和
七
年
度
事

業
計
画
書
　
④
令
和
七
年
度
収
支
予
算
書
に

加
え
、
⑤
運
営
委
員
の
選
出
で
、
全
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
毎

年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
会

員
お
楽
し
み
湯
治
会
」
と
と
も
に
、
新
た
に

「
会
員
の
知
識
や
ス
キ
ル
な
ど
の
向
上
と
交

流
拡
大
の
取
り
組
み
」
を
会
員
の
福
利
厚
生

事
業
に
掲
げ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

る
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
経

年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
れ
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
活

動
拠
点
と
し
て
の
充
実
を
図

る
た
め
、
庄
内
町
と
協
議
を

進
め
な
が
ら
町
所
有
施
設
へ

の
事
務
所
移
転
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
三
月
五
日
と
七
日

の
両
日
開
催
し
、
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
を
い
た
だ
い
た
問
題

点
を
整
理
し
な
が
ら
実
現
に

向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
多
種
多
様
の
豊
富
な
経

験
と
知
識
・
技
能
を
有
し
て

お
り
ま
す
。
体
調
管
理
と
安

全
適
正
就
業
の
徹
底
に
努
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ

庄
内
町
長

富
樫

　
　透

総
務
部 

課
長

　菅
原
　正
子

　
日
頃
よ
り
、庄
内
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

健
康
で
意
欲
あ
る
皆
さ
ま

が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
か
な
経
験
や
知
識
を

活
か
し
、地
域
の
一
員
と
し

て
活
発
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、町
に
と
っ
て
大

き
な
力
と
な
っ
て
お
り
、生

涯
現
役
社
会
の
実
現
を
体
現

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割
は
、単
な
る

就
業
機
会
の
提
供
に
と
ど
ま

ら
ず
、高
齢
者
の
皆
さ
ま
が

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち

な
が
ら
、生
き
が
い
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
活
動
は
、地
域

の
担
い
手
不
足
を
補
い
、誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」

に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な

存
在
で
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
の
取
り
組
み
を
引
き

続
き
応
援
・
支
援
し
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
弊
社
は
大
正
三
年
に
創
業
し
、今

年
で
百
十
一
年
を
迎
え
ま
す
。

日
々
、地
元
農
家
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
美
味
し
い
野
菜
を
浅
漬

け
に
し
て
全
国
へ
お
届
け
し
て
い

ま
す
。日
頃
よ
り
会
員
の
皆
さ
ま
に

は
、原
料
の
前
処
理
工
程
や
段
ボ
ー

ル
の
組
立
な
ど
の
作
業
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
明

る
く
元
気
な
挨
拶
や
、テ
キ
パ
キ
と

無
駄
の
な
い
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の

仕
事
ぶ
り
で
弊
社
の
目
指
す「
高
品

質
な
も
の
づ
く
り
」と
職
場
の
活
性

化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、

い
つ
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お客さまの声

庄
内
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

定
時
総
会
／
会
員
互
助
会
総
会

新
た
な
飛
躍
の
年
に

議長祝辞に耳を傾ける役員と会員の皆さん

来賓の方 も々一緒に「シルバー会員の誓い」斉唱 総会終了し懇親会で声高らかに「カンパーイ！」

ご
あ
い
さ
つ

湯
治
会
な
ど
親
睦
深
め
る

事
業
多
彩

　   

　
　
　
　
互
助
会
総
会
も
同
日
開
催

会
員
と
の
合
意
形
成
で

事
務
所
移
転

　
　
　
　
積
極
的
な
就
労
機
会
の
開
拓
も
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桜
満
開
か
ら
新
緑
の
爽
や
か
な
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
に
お
い
て
も「
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
や
ろ
う
」な
ど
お
声
を

い
た
だ
き
、会
員
互
助
会
に
寄
せ
る
皆

さ
ま
の
温
か
い
思
い
に
、心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
は
米
不
足
・
物
価
高

騰
・
医
療
費
の
増
額
・
交
通
や
人
口

の
地
域
格
差
な
ど
身
近
な
問
題
が
多

く
な
り
、
気
弱
に
な
っ
た
り
、
人
と

の
繋
が
り
も
希
薄
に
な
り
が
ち
で

す
。
庄
内
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
会
員
互
助
会
は
、
縁
の

下
の
力
持
ち
と
し
て
、
そ
の
知
識
と

技
で
社
会
に
貢
献
し
、
人
と
の
繋
が

り
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
と
こ

ろ
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
は「
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

む
会
」に
所
属
し
て
い
ま
す
。歌
は
、認

知
症
予
防
に
も
な
る
と
か
。庄
内
町
複

合
拠
点
施
設
に
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

も
で
き
た
こ
と
で
す
し
、ド
ジ
ャ
ー

ス・大
谷
翔
平
選
手
に
は
お
よ
び
ま
せ

ん
が
、社
会
参
加
と
趣
味
の
二
刀
流

で
、バ
ッ
ト
に
変
わ
る
マ
イ
ク
を
持

ち
、家
族
か
ら
は
、「
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
下

げ
て
」と
言
わ
れ
て
も
練
習
に
励
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
「
人
と
集
う
・
話
す
・

つ
な
が
る
」
そ
し
て
「
無
理
を
し
な

い
で
人
生
楽
し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
す
べ
て
の
事

業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
猿
田
町
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、

家
に
黙
っ
て
い
て
も
呆
け
る
と
い

け
な
い
か
ら
と
言
わ
れ
、
シ
ル

バ
ー
に
入
会
し
て
早
い
も
の
で
十

二
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
日
研
修
で
は
、
米
沢

市
の
上
杉
神
社
で
ガ
イ
ド
の
方
に

案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
高

畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
お
い
し
い
ワ
イ

ン
を
試
飲
し
た
り
、
今
ま
で
行
っ

た
こ
と
の
な
い
場
所
で
多
く
の
体

験
を
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
や
歴
史
に
触
れ
、
と
て
も
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
の
楽
し
い
思
い

出
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　
恒
例
の
湯
治
会
、
十
一
月
十
六

日
か
ら
赤
倉
温
泉
わ
ら
べ
唄
の
宿

「
湯
の
原
」
で
行
わ
れ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

に
仲
間
入
り
し
、
会
っ
た
こ
と
は

あ
る
が
名
前
が
わ
か
ら
な
い
会
員

や
、
初
め
て
会
う
会
員
と
の
話
が

楽
し
み
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
ほ
ぼ
同
じ
顔
ぶ
れ
で
参
加
人
数

が
ち
ょ
っ
と
少
な
い
気
が
し
ま

す
。
今
年
は
職
員
を
合
わ
せ
三
十

二
人
で
し
た
。

　
次
回
の
湯
治
会
で
は
多
く
の
会

員
が
参
加
し
、
今
年
以
上
に
盛
り

上
が
る
こ
と
を
願
い
、
私
的
に

は
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
参
加

で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
計
画
さ
れ
た
互
助
会
役
員
の
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
二
年
目
、

今
回
が
初
め
て
の
参
加
。
参
加
者

は
三
十
二
名
。
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

と
は
面
識
も
な
い
状
況
の
中
、
名

簿
を
見
な
が
ら
、
お
顔
と
名
前
を

覚
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
も
、
赤
倉
温
泉
は
初

め
て
の
温
泉
で
し
た
。
こ
の
湯
治

会
は
多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き

る
こ
と
を
望
ん
で
の
参
加
。
わ
ら

べ
唄
の
宿
「
湯
の
原
」
は
、
落
ち

着
い
た
場
所
、
あ
っ
た
ま
る
温
泉

で
体
は
温
ま
り
、
お
楽
し
み
の
宴

会
、
豪
華
な
料
理
を
味
わ
い
、
お

酒
は
進
み
、
会
員
同
士
の
話
が
は

ず
み
、
舞
台
で
は
多
く
の
の
ど
自

慢
が
カ
ラ
オ
ケ
で
時
間
を
忘
れ
る

く
ら
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
湯
治
会
に
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
交
流
の
場
に
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
す

か
。
草
取
り
、
田
植
え
、
剪
定

な
ど
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
忙

し
い
毎
日
が
や
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
私
も
互
助
会
の
役
を

終
え
て
、
早
二
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
、
お
節

介
や
き
の
私
で
す
。
湯
治
会

の
時
期
が
近
づ
い
て
く
る

と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
か

ず
、
今
年
は
ど
こ
へ
行
く
の

だ
ろ
う
、
何
を
や
る
の
か
な
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て

く
れ
る
の
か
な
と
、
小
学
校

の
遠
足
に
行
く
よ
う
な
気
持

ち
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
無
こ
と
終
え
た
こ
と
に

対
し
て
、
安
堵
の
気
持
ち
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
と
、
役
員
の
方
々

に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
で
は
、
た
く
さ

ん
の
会
員
の
方
々
が
こ
の
一
年

一
回
の
湯
治
会
を
何
よ
り
楽

し
み
だ
と
い
う
声
を
聞
き
、

私
自
身
も
そ
う
で
す
。
年
々

身
体
も
衰
え
、
家
族
や
自
分

に
も
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
。
元
気
で
い
ら
れ
る

今
を
大
切
に
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
皆
さ
ま
で
と
も
に

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
一
日
な
ら
楽
し
ん
で

生
き
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

互
助
会
長
あ
い
さ
つ

一
日
研
修
に
参
加
し
て

「
お
楽
し
み
湯
治
会
」に

参
加
し
て

湯
治
会
に
参
加
し
て
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）

　
会
員
の
皆
さ
ま
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
で
す
か
。
私
も

入
会
し
て
三
年
ほ
ど
経
ち
ま

し
た
。
日
々
こ
の
年
齢
で
仕

事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

生
活
の
モ
ッ
ト
ー

阿
部

　
　隆

（
沢
新
田
）

　
私
が
シ
ル
バ
ー
会
員
に

な
っ
て
早
い
も
の
で
十
年
に

な
り
ま
す
。

　
今
、
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い

て
い
ま
す
が
、
職
員
の
方
や

パ
ー
ト
の
方
、
利
用
者
の
方

な
ど
、
ま
た
若
い
人
、
中
年

の
人
、
同
年
代
の
人
、
高
齢

の
人
な
ど
、
様
々
な
人
た
ち

に
出
会
い
、
ふ
れ
合
い
接
し

た
り
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

挨
拶
や
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
感
謝
の
言
葉
な

ど
以
前
よ
り
増
し
て
身
に
つ

き
、
人
に
対
し
て
特
に
高
齢

者
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
の
生
活
の

仕
方
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通

じ
て
人
生
を
豊
か
に
し
て
く

れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
働
け
る
こ
と
に

感
謝
し
、
こ
の
時
を
、
一
日

一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

私
の
一
言

門
脇
こ
す
み

（
沢
新
田
）

て
お
り
ま
す
。
六
十
歳
ご
ろ

ま
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
て
、
体
力
に
は
自
信
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
体
力

の
貯
金
は
、
あ
ま
り
運
動
を

し
な
い
で
漫
然
と
過
ご
し
て

い
る
と
、
あ
っ
と
言
う
間
に

底
を
つ
き
ま
す
。
最
近
で

は
、
体
力
的
に
思
う
よ
う
に

動
け
な
く
な
り
、
け
が
な
ど

に
は
十
分
注
意
し
て
い
る
今

い
こ
と
で
す
が
、
言
う
は
易

く
、
行
う
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま

す
ま
す
高
齢
者
社
会
に
な

り
、
健
康
寿
命
も
伸
び
て
い

き
ま
す
。
生
涯
現
役
の
考
え

で
、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら

無
理
を
し
な
い
で
力
を
抜

き
、
趣
味
、
仕
事
な
ど
に
楽

し
み
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
こ
の
頃
で
す
。

　
私
の
生
活
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
好
き
な
こ
と
を
す
る
、

前
向
き
に
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よ
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考
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な
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を
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仲
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入
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が
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ぶ
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、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら

無
理
を
し
な
い
で
力
を
抜

き
、
趣
味
、
仕
事
な
ど
に
楽

し
み
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
こ
の
頃
で
す
。

　
私
の
生
活
の
モ
ッ
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ー

は
、
好
き
な
こ
と
を
す
る
、

前
向
き
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
、
く
よ
く
よ
考
え
す
ぎ
な

▼発声は「声高らかに
！」

▲ 親睦前の研修は
　 真剣そのもの！

◀親睦会は
　差しつ差されつ
　笑顔満開！

互
助
会

活
動
報
告

会
員
の
声
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庄内町シルバー人材センターからのご案内

時代の変化に合わせた
事務所移転へ

こんな仕事をしています。ご用の方は、お気軽にご連絡やお問い合わせをお寄せください。

　次に記載する単価（利用料金）は、１時間に換算した金額（参考金額）で、事務手数料および消費税（標準
税率10％）を含みます。なお、作業準備や作業効率などのため、実際の作業時間が1時間未満であった場合
でも「１時間の利用料金」が適用されます。
　繁忙期においては、お請けできない場合、また作業に伺うまでに相当な日数をいただく場合があります。
作業時期や作業内容などによっては、多少の変動が発生する場合もございますので、利用料金などの確認
を含め一度ご相談ください。また、春から秋の屋外作業については、熱中症予防対策としてこまめな水分補
給や休息時間をご配慮いただきますようお願いいたします。

●仕事をお請けするにあたって

●利用料金（消費税を含む）

機械除草（草刈り） 1,800円/ｈ 刈払い機使用
手取り除草 1,260円/ｈ 除草、花壇づくり
手取り除草 1,340円/ｈ 大豆、ネギ/作物に係る除草
集草・積込 1,210円/ｈ 落ち葉集草、処分場持込
　　　剪定（松、ヒバ） 1,810円/ｈ 高さが一定以上（3m以上）ある場合は、お受けできませんので一度ご相談ください
　　　剪定（松、ヒバ以外） 1,570円/ｈ
　　　伐採 1,570円/ｈ 木の太さ、本数によりチェーンソーの替刃料金が加算されることがあります
　　　枝払い 1,340円/ｈ 　　　　　　　　　　　　　　〃
ハチの巣撤去 1,560円/ｈ 薬剤代別途料金＠1,600/回
雪囲い設置・撤去 1,510円/ｈ 縄使用時は別途料金が加算されます
除雪・排雪 1,550円/ｈ 除雪機使用時＠430/回
墓掃除 1,090円/ｈ～ 
会場後片付け 1,090円/ｈ～ ゴミ袋使用などにより別途料金が加算されます
家具の移動など 1,210円/ｈ 引越しの手伝いなど
　　　賞　状 4,720円/枚 長文、文字数により金額が加算される場合があります
　　　同宛名（名入）書 315円/枚 氏名のみ
　　　のし袋 315円/枚
　　　弔辞 3,456円/枚　　　　 
障子・襖の張替などについては、別途お問い合わせ願います

作業内容 料金 備考

主
な
屋
外
作
業

主
な
屋
内
作
業

筆
　
耕

除
草
処
分・

片
付
け

草取り 剪定 襖・障子張り お掃除 介護助手

広報配布 草刈払い 消毒（樹木） 農作業 筆耕 墓の掃除
etc

送迎

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、

現
在
、手
狭
で
雨
漏
り
も
発
生
す
る
状
況
の

中
、こ
れ
ま
で
町
側
へ
の
要
望
を
続
け
る
中

で
、狩
川
地
区
に
あ
る「
旧
コ
ミ
セ
ン
」を
新
た

な
事
務
所
に
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
労

働
力
の
活
用
を
図
り
、業
務
に
あ
た
る
会
員

の「
生
き
が
い
づ
く
り
」を
は
じ
め
、自
己
実
現

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。人
口
減
少
社
会
の
中
で
、豊
富
な
知
識
と

経
験
を
活
か
し
た「
地
域
社
会
の
担
い
手
」と

し
て
、一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、そ
の
活
動
拠
点
と
な
る
事
務

所
に
は
、業
務
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と

と
も
に
、会
員
相
互
の
交
流
を
促
し
な
が
ら
、

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
存
在
意

義
を
高
め
、社
会
の
一
翼
を
担
う
た
め
の
重
要

な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
両
地
区
二
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い

た
当
セ
ン
タ
ー
は
、令
和
三
年
に
一
か
所
に

集
約
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、移
転
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、町
側
と
の
協

議
で
は
、余
目
地
区
に
新
た
な
事
務
所
を
設
置

す
る
場
所
が
な
い
と
の
結
論
に
い
た
り
、町
が

所
有
す
る
諸
施
設
の
中
か
ら
、狩
川
地
区
の
町

所
有
施
設
へ
の
移
転
が
話
し
合
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
経

過
を
踏
ま
え
、狩
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
旧
コ
ミ
セ
ン
）へ
の
移
転
を
通
し
て
、会
員
相

互
交
流
の
場（
飲
食
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
、共
同

作
業
が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
、資
機
材
倉
庫
、そ

の
他
）を
新
規
に
創
設
す
る
と
と
も
に
、維
持

経
費
も
十
分
考
慮
し
、ま
た
、事
務
所
移
転
に

伴
う
会
員
へ
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。な
お
、町
に

対
し
て
は「
指
定
管
理
者
」と
し
て
業
務
を
行

い
た
い
旨
の
希
望
を
打
診
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
向
に
つ
い
て
は
、三
月
に
二
回
の

会
員
説
明
会
を
実
施
し
、会
員
お
よ
び
利
用

者
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
考
慮

す
る
方
向
と
し
て
い
ま
す
。説
明
会
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、賛
成
二
七・二
％
、課
題
解
決
を

行
う
事
で
賛
成
が
一
九
・
八
％
と
な
り
、反
対

一
六
・
〇
％
を
上
回
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
流

れ
の
中
で
、最
終
的
に
は
四
月
の
理
事
会
で
の

議
決
決
定
を
受
け
、六
月
の
定
時
総
会
で
正
式

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、庄
内
町
お
よ
び

「
風
来
風
流
の
会
」な
ど
と
も
交
渉
を
続
け
、令

和
九
年
四
月
か
ら
の
移
転
を
目
指
し
ま
す
。

旧コミセン 全景（正面より） 旧コミセン 事務室内部

令和7年4月1日現在
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p2 理事長・町長あいさつ／お客様の声
p3 定時総会・会員互助会総会
p4 互助会長あいさつ／会員の声
p5 互助会活動報告
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p6 シルバー事務所移転報告
p7 センターからのご案内／利用料金
p8 会員募集／事務所からのお願い／編集後記

会員の皆さま、就労ご苦労様です。
「作業日報の提出」
就業報告書（作業日誌）の提出は、作業が
終わりましたら、早急に事務所に提出くだ
さい（事務所入口のポストに投函いただ
いても結構です）。作業先のお宅や会社の
担当者さまから「確認印」または「サイン」
を必ずいただいてください。

庄内町シルバー人材センター

　令和6年度より、コロナ
禍以降は減少傾向にあっ
た会員数も増加に転じて
います。特徴的な傾向とし
て、これまで男性会員と比
較し少なかった女性会員
の増加が、会員数の増加
に繋がっています。

（人）
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発
行
／
一
般
社
団
法
人
 庄
内
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

庄
内
町
余
目
字
大
塚
1-2　

電
話
・
FAX：

0234-42-3122　
U
RL：

https://shonai.yam
agataren.org

題字:原田　正一

SCセンター前の八幡公園と園児たち

チョット一服。一日研修旅行にて！作業は安全第一！ 安全パトロール脇目も振らずに ボランティア活動

事務所からのお願い

広
報
委
員
長
　
　
足
達
　
健
一

副
広
報
委
員
長
　
齋
藤
　
は
る

広
報
委
員
　
　
　
奥
山
　
賢
一

　
同
　
　
　
　
　
鈴
木
　
幸
雄

　
同
　
　
　
　
　
池
田
　
悠
美

　
同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
美

事
務
局
　
　
　
　
小
林
　
裕
之

　
同
　
　
　
　
　
近
藤
　
由
里

　
今
回
の
会
報
は
、
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
全
戸
配
布
を
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。「
人
生
百
歳
時
代
」。
シ
ル
バ
ー

世
代
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
身
体
と
頭
を

使
う
と
、
健
康
寿
命
も
延
び
ま
す
よ
。

今
回
も
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
会
員
の
声
を
紙

面
に
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊
池
　
忠
雄
さ
ん
︵
廿
六
木
︶

芝
田
　
祥
司
さ
ん
︵
御
殿
町
︶

佐
藤
　
義
春
さ
ん
︵
下
堀
野
︶

小
林
　
勝
雄
さ
ん
︵
興
　
野
︶

工
藤
　
正
一
さ
ん
︵
西
興
野
︶

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

心
か
ら
ご
冥
福
を

　お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

会員数の推移

会員を募集しています!

ご確認ください！ 入会の条件などについては次のとおりです。

あなたの豊富な「経験」「知識」「技能」をシルバー人材センターで活かしてみませんか！

庄内町シルバー人材センターへの「入会のお問い合わせ」や「仕事のお申し込み」
〒999-7781 庄内町余目字大塚1-2　 電話・FAX：0234（42）3122

区分 2年度末 3年度末 4年度末 5年度末 6年度末
男性
女性
計

200
130
330

192
128
320

179
121
300

173
119
292

172
126
298

● 庄内町にお住まいの概ね60歳以上の方で、健康で働く意欲があり、センターの趣旨に賛同していた
だける方であれば、どなたでも入会できます。

● センター会員には、会員の親睦を深めるための互助会があり、1日研修旅行やお楽しみ湯治会など
の各種事業の開催に加え、カラオケ、凧の会などの趣味の会があり、皆さんが楽しんでいます。

● 入会の際は、会費として「入会金（初年度のみ）1,000円」「年会費1,500円」「互助会費1,000円」を負
担いただきます。ご相談ください。

● 会員の方で体力の衰えや家庭の事情により、一般会員のように仕事は出来ない方が、会に所属して
互助会の活動に参加するために「ゴールド会員制度」をご用意してあります。なお、ゴールド会員は
「年会費500円」「互助会費500円」となっておりますので、ぜひご利用ください。
● 本会では、入会、勧誘活動を実施しております。お知り合いの方などに入会希望者や検討中の方が
おりましたら、ぜひご紹介ください。

　センターでは就業を援助するとともに、就業をとおして健康増進と生きがいの充実、
さらには社会参加の推進を図り活力ある地域社会づくりへの貢献を目的としています。

お気軽に
ご相談
ください

編 集 後 記
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